
 

 
 

 
 

 

０９－Ｄ－１０５０ 

２０１０年２月１５日 

学校法人 青山学院 （証券ｺｰﾄﾞ：－） 

長期優先債務格付据置：「 ＡＡ+ 」(ﾀﾞﾌﾞﾙＡﾌﾟﾗｽ) 

格付けの見通し：「安定的」 
 

株式会社日本格付研究所（ＪＣＲ）は以下のとおり長期優先債務*の格付けを見直し、据え置きとしましたの

でお知らせします。 
* 長期優先債務格付けとは、債務者（発行体）の債務全体を包括的に捉え、その債務履行能力を評価したものです。このうち、期限１年

以内の債務に対する債務履行能力を評価したものを短期優先債務格付けと位置づけています。個別債務の評価（債券の格付け、ローン

の格付け等）では、債務の契約内容、債務間の優先劣後関係、回収可能性の程度も考慮するため、個別債務の格付けが長期優先債務格

付けと異なること（上回ること、または下回ること）もあります。 
 

発行体：学校法人 青山学院 

【据置】 
(対 象) (格付) (見通し) 

・長期優先債務 AA+ 安定的 

  

【格付事由】 

(1) 創立135年を迎えた国内屈指のキリスト教系総合学園。幼稚園から大学院に至るまでの一貫教育を行ない、各設置

校は高位かつ安定的な学生獲得力を有する。現在、大学での積極的な新学部等の設置のみならず、教育の質的充

実を図るほか、2012年予定の人文・社会科学系学部の青山キャンパス集約に向けた施設・設備対応を図るなど、長

期的視野に立ったソフト・ハードの充実を進めている。総在籍者数は約25,500人。 

 

(2) 収益源の多様化に向けた取り組みにも積極的である。文部科学省等所管の競争的資金の縮減が予想される中にお

いても、本学院は学内インフラの整備を進めることで研究・教育面での外部資金獲得力が増しつつある。また、青山

地区での収益事業の展開も着実に進めるほか、卒業生とのコミュニケーションを活性化し、長期安定的な募金獲得

基盤の整備を図るなど多様な収入源の創出にも努めている。 

 

(3) 目下青山キャンパスの第一次再開発が進行中であり、財政支出が嵩む局面にある。その所要資金は一部借入で賄

うものの既存の引当特定資産と安定したキャッシュフローの蓄積によって充当される予定である。08年後半以降の金

融システムの混乱による証券市況の悪化により、平成20年度決算は一部保有資産の評価損を計上している。市況回

復の遅れもあって運用可能資産の健全性はやや低下しているが、再開発計画への支障はなく、財務リスクが拡大す

る懸念も小さいと考える。 

 

(4) 現在、本学院は建学の精神の具現化に向け、①人間教育の再創造②環境の整備③戦略の強化-の３命題を掲げ、

１４の課題と１７４項目の計画を設定し、徹底した全学的なPDCAサイクルを実践中である。こうした取り組みは教育機

関の特性に配慮しつつも外部環境の変化を見定めた対応が必要であり、法人と教学とのバランスの取れた展開が必

要と見られる。JCRは既に確立された本学院の競争力が、一連の運営改革によって教育・研究、社会貢献、国際展

開等各領域においてどのように強化されるかに注目している。 

以上 

 (チーフ･アナリスト 吉田法男  チーフ･アナリスト 殿村成信) 

 

 

 


